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お
に
は

1
そ
と

豆
を
ま
く
子
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
拾
う
子

皆
ん
な
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
、
か
わ
い
い
声
が

室
じ
ゅ
う
こ
だ
ま
し
て
い
た

春
が
ま
ち
ど
う
し
い
子
供
た
ち

こ
ん
な
鬼
は
い
な
い
か

先
生
の
云
う
こ
と
を
き
か
な
い
鬼

お
母
さ
ん
の
云
う
こ
と
を
き
か
な
い
鬼

元
気
い
っ
ば
い
、

お
に
は
ー
そ
と

も
っ
て

を
つ
け
、
小
さ
な
手
か
ら
こ
ぽ
れ
そ
う
に
豆
を

い
よ
い
よ
今
日
は
節
分

赤
い
鬼
、
青
い
鬼

自
分
た
ち
で
作
っ
た
、
色
と
り
ど
り
の
鬼
の
面

き
を
待
ち
遠
し
が
っ
て
い
た

泉

保

育

所

で

豆

ま

き

先
生
、

子
供
た
ち
は
、 い

つ
豆
ま
き
す
る
の

お
面
を
つ
く
り
な
が
ら
、
豆
ま
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蒜

生

佐

藤

美

羽

貞

雄

小

高

小

針

靖

子

悟

佐

藤

満

孝

雄

岩

法

寺

金

沢

孝

三

知

夫

荻

田

辰

哉

冨

雄

玉
川
一
小
（
四
十
九
名
）

川住

辺所

川
辺
小

吉野白矢野熊小小磯坂岩 三 田 熊 須 熊． ＾ 児・
村崎坂部崎田針針目本谷瓶子田藤田 ，_..L. 

十
童ハ

嘉あ和明和美照勝 優カー和弘義 名
恵津け 由尚 名 0

子み江美子紀子寿 規弥憲美一泰

多節ヨーカ義ー政国洋寿 重和利義保
力 護

美 夫シ郎雄一夫治勝一光 義也弘明者

中

溝

井

延

枝

添

田

美

千

代

石

井

登

小

針

達

夫

溝

井

成

次

車

田

美

代

子

添

田

節

子

車

田

よ

し

子

関

根

和

美

須

藤

晃

矢

吹

よ

し

江

矢

吹

俊

哉

角

田

正

彦

渡
‘r

＼
辺
、
正

隆

石

井

義

文

永

林

ヒ

ロ

江

首

藤

芳

春

小

針

千

恵

子

水

野

信

哉

小

林

め

ぐ

み

高

林

浅

友

高

林

浅

輝

鈴

木

孝

子

小

林

喜

幸

村

越

栄

美

子

飯

村

久

美

子

正 喜孝邦浅正勝康芳詔繁晃克卓 重 一喜友勝英 正清貞
清 一 次満

行 作一男吉義義徳雄八義志彦哉 郎 夫夫明美雄 登勝光

身体検査を受ける児童たち

南

須

釜

塩

，
沢

会

．
田

大

越
円

谷

宗

形
大

野

杉

山
国

井

榊吉

四
辻
新
田

渡

辺

金

吉

由

南
須
釜

村枝

明明

美美

正 忠

治水

正恵早賢裕健健美
．恵

四子苗市美ー一子

義

幸
・
功専

勝

良

ート
ヨ
子

吉

孝
ト
シ
子

正

孝

山
小
屋

山口森竹

も
う
す
ぐ
一
年
生
う
れ
し
い
な
あ
‘

佐

久

間

洋

子

勝

今

春

、

小

学

校

に

入

学

す

る

児

童

の

就

学

児

健

康

診

断

を

実

施

し

ま

吉

田

、
登

志

江

正

春

石

森

上

貞

三

石

，
森

吉

男

末

吉

該
当
児
は
昭
和
四
十
六
年
四
月
二
日
か
ら
ヽ
昭
和
四
十
七
年
四
月
一
t

[

：

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
児
童
で
、
男
四
十
九
名
、
女
五
十
二
名
の
合
わ
●

，＇
竜

崎

鈴

木

健

一

e
"

正庄

二

小

林

誠

誠

一

て
百
一
名
と
な
り
去
年
よ
り
四
名
少
な
く
な
り
ま
す
。

4
r

父
母
に
付
き
添
わ
れ
た
子
供
た
ち
は
先
生
よ
り

、

久
学
前
に
気
を
つ｀

r
〗't
.『 9

，
石
山
友
加
晴
雄

小

林

俊

江

茂

夫

け
る
こ
と
な
ど
、
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
聞
い

tC
お
り
ま
し
た
Q

,；
ヘ

身

体

検

査

は

、

六

年

生

の

お

ね

え

さ

ん

の

お

伝

い

を

い

た

だ

き

、

内

鈴

木

裕

司

世

志

男

添

田

誠

耕

蔵

科
、
歯
科
、
視
力
測
定
を
行
い
、
さ
ら
に
知
能
テ
ス
ト
を
受
け
ま
し

仁

井

田

祐

次

佑

郡

鈴

木

洋

子

英

雄

上

野

忠

志

忠

―

―

―

小

林

な

お

み

英

雄

上
2

野

あ

け

み

芳

男

鈴

木

賢

一

重

勝

小

林

恵

子

覚

雄

岡

部

美

代

子

正

雄

須
釜
小

矢
吹
町

四
辻
分
校
（
三
名
）

吉
北
須
釜

松滝石大森須佐大塩椴草関関小鈴渡石吉塩阿円大熊大大
和

釜藤田沢枝野根根針木辺井村沢部谷越谷野野

克ユヒ 照 仁 忠 明 み 栄 光 正 清 正 春 忠 貞 紀 洋 久 み美由文
ロ忍 い 美美力ど枝紀

則リ子 寿 志 志 美 子 子 弘 彦 子 光 子 博 治 子 子 子 り子枝枝

徳政 正 節 和 半 義 春 義 正 直 正 資 高 三 忠 貞 文 国 議 忠還保式貞

ー信人子元治寿良徳夫光人郎雄春房一雄男夫重幸 勝 吉 夫

一
月
よ
り
三
月
末
ま
で
を
期
間
と

し
て
「
明
る
い
く
ら
し
の
設
計
」
簡

易
保
険
新
加
入
運
動
を
実
施
中
で

す
。
簡
易
保
険
は
「
郵
便
局
の
保

険
」
と
親
し
ま
れ
、
加
入
者
将
来
の

生
活
設
計
に
、
万
一
に
そ
な
え
て
の

保
障
に
大
き
く
役
立
っ
て
お
り
ま

す
。
国
の
財
政
投
融
資
資
金
と
し
て

豊
か
な
住
み
よ
い
町
や
、
村
づ
く
り

に
役
立
っ
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
の
玉
川
村
に
お
い
て
も
、

住
宅
、
学
校
、
道
路
等
の
整
備
拡
充

事
業
資
金
と
し
て
、
一
億
三
千
万
円

余
が
融
資
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

簡
易
保
険
が
こ
れ
ま
で
に
発
展

し
、
お
役
に
立
て
る
の
も
皆
様
が
た

の
ご
協
力
の
賜
と
、
感
謝
申
し
上
序

ま
す
。当

局
に
お
い
て
も
玉
川
村
の
協
賛

を
得
ま
し
て
「
明
る
い
く
ら
し
の
設

計
」
簡
易
保
険
新
加
入
運
動
を
推
進

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
豊
か
な
住
み

よ
い
村
を
つ
く
る
た
め
、
郵
便
局
の

簡
易
保
険
に
御
協
力
下
さ
い
。

川
辺
郵
便
局
．

簡
保
資
金
融
資
に
よ
り
完

成
間
近
い
村
営
住
宅

写
真
は

明るいくらしの設計

簡易保険新加入運動
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一
月
十
五
日
は
成
人
の
日
、
玉
川
村

で
も
今
年
二
十
オ
を
迎
え
た
者
、
百
一
―
―

十
九
名
あ
り
ま
し
た
。

成
人
式
に
は
、
百
十
八
名
の
成
人
者

と
、
来
賓
多
数
が
出
席
し
、
就
業
改
善

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
厳
粛
に
行
な
わ

A 謝 辞 を の ベ る 有 賀 恵 子 さ ん

れ
ま
し
た
。

全
員
で
君
が
代
を
斉
唱
し
た
あ
と
、

小
針
村
長
が
「
社
会
人
と
し
て
、
基
十

的
な
教
養
を
身
に
つ
け
ら
れ
、
物
事
も

正
し
く
判
断
し
、
自
分
の
行
動
に
責
斤

を
持
て
る
人
間
と
な
り
、
新
し
い
世
紀

四
月
一
日
現
在
の
車

検
証
の
名
義
人
に
対
し
、
五
月
に
課
税

さ
れ
ま
す
が
、
次
の
よ
う
4

は

い
ま
す
ぐ
、
陸
運
事
務
所
h

手
続
き
を
行
っ
て
下
さ
い
。

〔
車
を
下
取
り
に
出
し
た
り

他
人
へ
譲
渡
し
た
と
き
〕

車
検
証
の
名
義
を
、
新
し
い
所
有
者

の
名
義
に
、
直
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
き
ま
す
と
、
そ
の

車
の
税
金
が
今
年
も
ま
た
、
あ
な
た
に

課
税
さ
れ
ま
す
。
「
車
は
一
台
し
か
な

い
の
に
、
二
台
分
の
税
金
が
き
た
」
と

い
う
ケ
ー
ス
は
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に

多
い
よ
う
で
す
。

L

廃
車
し
た
と
き
〕

廃
車
を
依
頼
し
た
ら
必
ず
「
ま
っ
消

登
録
証
明
書
」
を
請
求
し
、
手
続
き
が

す
ん
だ
か
ど
う
か
た
し
か
め
ま
し
ょ
う

し、

郡

山

支

部

須
賀
川
支
部

石

川

支

部

三

五

六

七

番

ニ
ー
ニ
四
八
四
番

ー
ー
1

I

――一番

を
つ
く
り
出
す
担
い
手
に
な
っ
て
ほ
し

い
」
と
式
辞
を
述
べ
、
成
人
証
書
と
記
｀

念
の
ア
ル
バ
ム
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
野
県
議
会
議
員
は
じ
め
、

多
数
の
来
賓
よ
り
、
本
日
成
人
と
な
ら

れ
た
方
々
に
期
待
と
、
励
ま
し
の
祝
辞

が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
応
え
、
南
須
釜
の
有
賀
恵
子

さ
ん
が
「
輝
か
し
い
人
生
の
ス
タ
ー
ト

と
し
て
、
こ
の
感
激
を
心
の
奥
に
刻
み

込
み
、
良
き
社
会
人
と
な
る
た
め
な
お

一
層
自
己
研
賛
に
つ
と
め
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
み
な
さ
ん
の
御
指
導
を
お

願
い
し
ま
す
」

者
に
感
銘
を
与
え
ま
し
た
。

式
終
了
後
、
須
賀
川
地
方

協
会
長
伊
東
勲
先
生
の
「
青

す
る
」
と
題
し
、
社
会
人
と
し
て
の
生

き

方

、

の

精

神

な

ど

に

つ

い

成
人
と
し
て
のて

自
覚
と
、

い
ま
し
た
。

最
後
に
記
念
撮
影
を
す
る
な
ど
し
て

晴

れ

や

か

な

中

に

も

、

に

す
る
一
日
で
し
た
。

は
ず
な
の
に
、
税
金
が
き

た
」
と
い
う
問
合
せ
が
、
非
常
に
多
い

よ
う
で
す
。

〔
住
所
を
変
更
し
た
と
き
〕

車
検
証
の
住
所
も
変
更
し
ま
し
ょ
う

せ
っ
か
く
納
め
よ
う
と
し
て
も
、
納

か
な
い
。
あ
る
い
は
、

っ
た
税
金
が
も
ど
っ
て

ぬ
障
害
が
起
き
て

こ
な
い
、

い
ま
す
。

登
録
関
係
は
自
動
車
会
社
叉
は
、
次

の
自
家
用
自
動
車
協
会
が
代
行
し
て
く

れ
ま
す
。

自
家
用
自
動
車
協
会

郡
山
県
税
事
務
所

ま

す

ぐ

に

ク

．

自
動
車
の
変
更
登
録
は

ー
，

、
参
会

---一••一••一竃‘―••一鵬•一•量•一••一●璽ー••一••一漬•一••一•• 一••一••一••一••一•• 一•• 一•• 一••一••一••一濃•一••一••一••一••一••一••一••一••一..一••一••一••

役
場
の
窓
口
に
は
、
毎
旦
戸
籍
謄

本
や
住
民
票
、
そ
れ
に
印
鑑
証
明

な
ど
各
種
の
証
明
書
を
も
ら
い

に
、
あ
る
い
は
届
出
や
申
請
な
ど
の

た
め
、
た
く
さ
ん
の
住
民
が
お
い
で

に
な
り
ま
す
が
、
最
近
、
印
鑑
を
持

参
し
な
い
方
が
多
く
再
度
お
い
で
願

う
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
ス
ム
ー
ズ
な
事
務
処
理

を
す
る
た
め
に
も
、
こ
れ
か
ら
は
必

．．．． 

ず
印
鑑
（
認
印
）
を
持
参
し
て
お
い

で
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す。

は
ん
こ
を

お
忘
れ
な
く

連
絡
下
さ
い
。

秘
密
は
固
く
守
り
、

す。

切
無
料
で

（
社
協
）

玉
川
村
心
配
ご

員
と
し
て
、
次
の
四
氏
が
新
た
に
委

嘱
さ
れ
、
今
後
の
相
談
業
務
を
担
当

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
よ
ろ
し
く

お
ね
が
い
い
た
し
ま
す
。

塩
沢
政
与
、
川
崎
幸
夫
、
塩
沢
直

利
、
車
田
宇
多
子

（
昭
和
五
十
二
年
十
二
月
一
日
付
）

日
常
生
活
の
中
で
の
心
配
ご
と
、

困
り
ご
と
は
気
軽
に
ご
相
談
下
さ

、0
し

ま
す
の
で
ご

相
談
員
き
ま
る

玉
川
村
心
配
ご
と
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冬
か
ら
春
先
に
か
け
て
は
、
一
番
の

火
災
シ
ー
ズ
ン
ー
ー
・
と
く
に
二
月
、
三

月
は
火
災
の
発
生
が
多
く
、
五
十
二
年

上
半
期

(
-
l六
月
）
の
四
二
％
が
こ

の
時
期
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

し
か
も
、
こ
の
火
災
に
よ
る
犠
牲
者

は
、
二
月
だ
け
で
、
最
も
少
な
い
六
月

の
約
三
倍
、
三
百
十
五
人
も
の
尊
い
人

一春の全国火災予防運動一

消
防
団
恒
例
の
出
初
式

命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
も
二
月
二
十
八
日
か
ら
一ー一月
十

三
日
ま
で
「
春
の
全
国
火
災
予
防
運

動
」
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

消
防
白
書
の

II

な
げ
き
II

昭
和
五
十
二
年
版
「
消
防
白
書
」
に

よ
る
と
、
五
十
一
年
中
の
出
火
件
数
は

六
万
二
千
三
百
四
件
、
こ
れ
は
戦
後
五

番
目
の
悪
い
記
録
で
、
し
か
も
、
こ
の

火
災
に
よ
る
死
者
は
千
六
百
四
十
八

人
、
損
害
額
は
千
六
百
六
億
余
円
に
も

の
ぽ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
つ
ま
り
全
国
の
ど
こ

か
で
、
毎
日
八
分
二
十
六
秒
ご
と
に
火

災
が
起
こ
り
、
四
億
四
千
万
円
も
の
貴

重
な
財
産
が
灰
に
な
っ
て
い
る
計
算
に

な
り
ま
す
。

• 

出
火
の
原
因
は
、
「
た
ば
こ
」
「
た

き
火
」
「
火
あ
そ
び
」
の
順
で
、
あ
い

変
わ
ら
ず
ワ
ー
ス
ト
＿
―
-
と
な
っ
て
い
ま

す。
尊
い
人
命
と
貴
重
な
財
産
を
火
災
か

ら
守
る
た
め
に
も
、
ひ
と
り
一
人
が
ふ

だ
ん
か
ら
火
の
元
に
注
意
す
る
と
と
も

に
II

い
ざ
II

と
い
う
と
き
に
ど
う
す
る

か
を
、
日
ご
ろ
か
ら
家
族
み
ん
な
で
話

し
合
う
な
ど
、
安
全
防
災
の
レ
ベ
ル
を

高
め
る
努
力
が
大
切
で
す
。

あ
な
た
の
消
火
で
き
る
範
囲

ど
ん
な
火
災
で
も
、
は
じ
め
は
”
ボ

ャ
11

期
を
失
せ
ず
、
あ
わ
て
ず
消
火
す

れ
ば
火
災
を
大
き
く
し
な
い
で
す
み
ま

す。
火
が
出
た
か
ら
と
い
っ
て
、
さ
っ
さ

と
逃
げ
だ
す
の
は
落
第
で
す
。
ま
ず

「
火
事
だ
」
と
大
声
で
隣
近
所
へ
知
ら

せ
て
か
ら
早
い
う
ち
に
消
火
行
動
を
と

る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

火
災
の
よ
う
す
は
、
燃
え
て
い
る
場

所
、
燃
え
て
い
る
物
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ

れ
異
な
り
ま
す
が
、
一
般
住
宅
の
場

合
、
ふ
す
ま
な
ど
に
火
が
つ
い
て
、
天

井
に
炎
が
達
す
る
ま
で
に
、
ふ
つ
う
―
―
―

分

i
五
分
ぐ
ら
い
か
か
り
ま
す
。

勝
負
の
分
か
れ
目
、
三
分
間

．

こ
の
三
分
間
が
あ
な
た
に
と
っ
て
大

切
な
初
期
消
火
の
時
問
な
の
で
す
。
天

井
に
火
が
入
る
ま
で
が
、
初
期
消
火
の

銃
や
火
薬
類
の
保

管
は
厳
重
に

も
う
す
ぐ
狩
猟
期
間
が
終

わ
り
ま
す

限
界
で
す
。

こ
の

fl
立
ち
上
が
り
fl

の
燃
え
を
押

さ
え
る
こ
と
が
初
期
消
火
の
最
大
の
ポ

イ
ソ
ト
で
す
。

煙
や
炎
に
ま
ど
わ
さ
れ
ず
、
あ
わ
て

ず
に
、
落
ち
つ
い
て
消
火
す
れ
ば
、
案

外
た
い
し
た
こ
と
な
く
火
は
消
え
て
し

ま
う
も
の
で
す
。

狩
猟
ツ
ー
ズ
ン
も
二
月
十
五
日
で
お

わ
り
。
そ
こ
で
大
切
な
の
は
銃
と
火
薬

類
の
あ
と
始
末
や
保
管
で
す
。

ツ
ー
ズ
ン
オ
フ
は
、
有
害
鳥
獣
を
駆

除
す
る
場
合
や
、
指
定
射
撃
場
で
標
的

射
撃
を
す
る
と
き
以
外
は
、
猟
銃
を
使

う
こ
と
が
で
ぎ
ま
せ
ん
。

危
険
な
も
の
だ
け
に
、
う
っ
か
り
保

管
や
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ミ
ス
が
、
人
身

事
故
を
ひ
き
起
こ
し
た
り
、
盗
ま
れ
て

思
わ
ぬ
事
件
に
使
わ
れ
る
と
い
う
こ
と

に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

来
シ
ー
ズ
ン
ま
で
銃
や
火
薬
類
を
安

全
な
場
所
に
、
確
実
に
保
管
す
る
こ
と

が
、
ハ
ソ
タ
ー
の
義
務
と
い
え
ま
す
。

◇
銃
は
、
カ
ギ
つ
き
の
”
堅
固
な
保

管
叩
11

に
入
れ
、
簡
単
に
持
ち
運
び
が

で
き
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

将
棋
C
級

将
棋

B
級

将
棋

A
級

囲
碁

B
級

三準優三準優三
優優

位勝勝位勝勝位

矢
吹
さ
ん
ら
優
勝

村
民
囲
碁
将
棋
大
会

そ
し
て
、
と
き
ど
き
点
検
す
る
な

ど
、
異
状
が
な
い
か
ど
う
か
の
配
慮
が

大
切
で
す
。

．

◇
使
い
切
れ
な
か
っ
た
火
薬
類
は
火

薬
店
に
譲
渡
す
る
な
ど
し
て
、
で
き
る

だ
け
自
宅
に
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
ど
う
し
て
も
置
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
き
は
、
猟
銃
と
火
薬
類
は
別

々
の
“
堅
固
な
保
管
庫
＂
で
、
し
か
も

離
れ
た
場
所
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

◇
猟
銃
は
、
で
き
る
だ
け
分
解
し
て

保
管
し
、
分
解
し
た
銃
身
に
も
ガ
ン
ロ

ッ
ク
す
る
く
ら
い
の
慎
重
さ
が
ほ
し
い

も
の
で
す
。

公
民
館
主
催
の
村
民
囲
碁
将
棋
大
会

は
、
一
月
―
―
十
九
日
に
玉
川
村
就
業
改

善
セ
ン
タ
ー
で
三
十
八
名
が
参
加
し
て

開
か
れ
、
将
棋
A
級
で
は
熱
戦
の
末
、

参
加
者
中
最
高
齢
（
七
十
八
オ
）
の
矢

吹
精
助
さ
ん
が
み
ご
と
優
勝
さ
れ
ま
し

た
。
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

囲
碁

A
級

優

勝

小

針

千

代

之

助

準

優

勝

矢

吹

光

正

三

位

小

針

悟

優

勝

角

田

文

弥

準
優
勝
―
―
―
古
隆
之

1
1

一

位

久

保

木

徳

雄

優

勝

矢

吹

精

助

双

里

政

博

高

慶

文

男

佐

藤

貞

雄

矢

吹

義

隆

木

戸

峯

夫

小

針

常

美

小

林

栄

双

里

正

司
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▲ 「感謝状」を手に喜ぴの代表者のみなさん

須
釜
中
学
校
は
、
去
る
一
月
十
九
日

東
京
日
比
谷
公
会
堂
で
開
催
さ
れ
た
、

第
十
八
回
交
通
安
全
国
民
運
動
中
央
大

会
の
席
上
で
「
交
通
安
全
優
良
学
校
」

と
し
て
、
全
日
本
交
通
安
全
協
会
々
長

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
校
の
教
師
、
生
徒
、

P

T
A
の
「
交
通
安
全
」
に
対
す
る
不
断

の
努
力
と
、
地
域
住
民
の
理
解
あ
る
協

力
が
実
を
結
び
、
県
内
で
は
た
だ
一
校

の
受
彰
と
な
っ
た
も
の
で
、
関
係
者
の

喜
び
も
ひ
と
し
お
で
す
。

同
校
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
、
交
通

安
全
教
室
の
開
催
に
よ
り
、
体
得
し
た

こ
と
を
生
徒
自
身
、
実
践
的
活
動
を
通

し
、
そ
の
成
果
を
あ
げ
て
お
り
、
特
に

自
転
車
通
学
生
に
は
、
「
免
許
証
」
を

交
付
し
、
交
通
違
反
に
対
す
る

11

点
数

制
度
11

を
設
け
て
い
ま
す
。

須
釜
中
学
校

晴
れ
の
受
彰

交
通
安
全
優
良
学
校

玉
川
村
野
球
協
会
で
は
、
昭
和
五
十

―
―
一
年
度
野
球
チ
ー
ム
の
登
録
を
受
付
け

て
お
り
ま
す
。

登
録
資
格
は
、
村
内
企
業
チ
ー
ム
、

村
内
居
住
者
で
構
成
す
る
チ
ー
ム
と
す

る
。
但
し
、
学
生
は
除
く
。

昭
和
五
十
三
年
三
月
二
十
五
日
ま
で

に
、
登
録
料
六
、

0
0
0円
を
添
え
て

事
務
局
（
役
場
、
石
森
）
ま
で
申
し
込

ん
で
下
さ
い
。

チ
ー
ム
の
登
録
は
お
早
め
に

野
球
協
会
受
付
け
始
ま
る

三
者
の
つ
ど
い

ま
た
、
一
般
生
徒
の
通
学
に
も
、
規

律
部
員
が
街
頭
指
導
す
る
な
ど
、
一
貫

し
た
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
機
会
に
、
更
に
意
識
の
高
揚

を
図
り
ま
す
と
、
決
意
も
新
た
に
し
て

い
ま
し
た
。

参
加
し
て
み
よ
う
ク
．

第
3
回
三
者
の
つ
ど
い
は
、

2
月
1
9

日
（
日
）
に
、
須
釜
公
民
館
開
館
を
記

念
し
て
、
須
釜
公
民
館
で
開
か
れ
ま

す。
高
齢
者
、
婦
人
、
青
年
の
方
々
の
多

数
の
参
加
を
待
っ
て
い
ま
す
。

午
前
1
0
時
よ
り
午
後
3
時
ま
で

講
師
、
市
川
栄
太
郎
先
生
（
言
論
科
学

研
究
所
講
師
）

近
世
版

は

じ

め

境

界

争

い

に

点

岩

昭
和
五
十
一
年
六
月
号
以
来
、
本

紙
上
を
通
じ
て
秘
話
二
編
を
紹
介
し

ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
近
世
か
ら
近

代
へ
と
大
転
換
を
と
げ
る
日
本
歴
史

の
大
渦
の
中
に
、
ゴ
マ
粒
の
よ
う
な

小
さ
な
存
在
で
埋
も
れ
て
い
た
、
村

内
の
秘
話
を
堀
り
起
こ
し
て
み
た
わ

け
で
あ
り
ま
す
。

過
去
の
二
編
は
、
人
物
を
中
心
と

パ-‘

し
た
事
件
で
す
が
、
今
月
号
か
ら
は

対
象
を
変
え
て
、
近
世
の
土
地
論
争

事
件
を
と
り
あ
げ
て
見
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

前
回
同
様
ご
愛
読
頂
け
れ
ば
幸
甚

に
た
え
ま
せ
ん
。

現
在
執
筆
中
の
玉
川
村
々
史
資
料

は
予
想
外
に
、
ぽ
う
大
な
数
量
に
達

し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
か
ら
堀
り
起
こ
さ
れ
た
の

が
左
記
諸
村
で
の
、
土
地
論
争
事
件

で
あ
り
ま
す
。

も
と
よ
り
頁
数
が
限
定
さ
れ
て
い

る
村
史
な
の
で
、
一
部
始
終
に
つ
い

て
掲
載
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
事
情
も
あ
る
の
で
、

広
報
紙
上
を
借
り
て
紹
介
し
、
村
民

多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
ま
と
め
た
次
第
で
す
。

我
が
部
落
、
我
が
屋
敷
に
も
と
、
関

と係
浅
か
ら
ぬ
方
々
も
多
い
こ
と
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
も
し
お
気
付
の
点
、
あ
る

い
は
記
録
な
ど
を
お
持
ち
合
わ
せ
の
方

は
、
是
非
提
供
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、

あ
わ
せ
て
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

x

x

x

 

士
地
論
争
事
件
を
年
代
順
に
あ
げ
て

み
る
と
、

①
山
小
屋
村
と
南
、
北
両
須
釜
村
と

の
境
界
論
争
1
1

宝
暦
八
！
九
年
（
一

七
五
八
ー
九
）

②
川
辺
村
と
中
野
村
と
の
草
刈
り
場

論
争
1
1

明
治
七
年
（
一
七
七

0
)

③
小
高
村
と
中
村
と
の
下
川
田
用
水

堀
論
争
1
1

寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）

④
中
村
と
岩
法
寺
村
と
の
株
場
（
ま

ぐ
さ
ば
1
1

馬
、
牛
の
飼
料
と
す
る
草

を
刈
取
る
場
所
、
後
に
特
定
地
域
の

住
民
が
共
同
で
使
用
す
る
、
山
林
、

原
野
を
い
う
）
論
争
1
1

天
明
三
年
、

（
一
七
八
―
―
-
）

⑤
小
高
村
と
蒜
生
村
と
の
大
堰
用
水

分
水
論
争
1
1

嘉
永
六
年
(
-
八
五

――-） 

⑥
小
高
村
と
北
須
釜
村
と
の
掛
金
地

内
論
争
1
1

年
代
不
詳

以
上
六
件
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
原
文
の
ま
ま
で
は
理
解
し
に

く
い
点
が
多
い
の
で
、
読
み
易
い
よ
う

に
書
き
改
め
た
こ
と
（
カ
ッ
コ
内
は
筆

者
の
注
釈
）
を
お
断
り
し
て
お
き
ま
す

亀̀
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ま
ず
、
①
を
振
出
し
に
ペ
ン
を
進
め
争
”

る
こ
と
と
し
ま
す
。

山
小
屋
村
の
村
役
人
が
連
名
で
、
江
｛

戸
奉
行
所
へ
提
出
し
た
訴
状
内
容
は
、
ヘヽ

次
の
通
り
で
す
。

t
 

恐
れ
乍
ら
書
付
を
以
て
御
訴
訟
申
上
｝

け

奉

り

候

（

北

須

釜

鈴

木

一

夫

氏

]

蔵
書
）
｛

小
林
弥
四
郎
御
代
官
所
｝

（

塙

代

官

）

～

奥

州

石

川

郡

山

小

屋

村

｛

｛
 

訴
訟
人
（
原
告
）

名

主

半

兵

衛

｝

与

頭

市

右

衛

門

｛

百

姓

代

喜

左

衛

門

{

強
勢
（
強
制
的
）
に
切
荒
し
並
び
に

s

立
木
伐
り
倒
さ
れ
候
出
入
（
出
た
り
入
｝

っ
た
り
1
1

即

ち

争

い

ご

と

）

へ

松

平

越

中

守

様

御

領

分

一
｛
 

（
白
川
藩
主
松
乎
定
覧
）
]

同

国

同

郡

南

須

釜

村

、

庄

屋

音

右

衛

門

同

人

悴

小

平

治

組

頭

儀

左

衛

門

＂

弥

惣

治

＂

吉

郎

治

＂

左

平

治

以
下
百
姓
四
十
七
人
連
記
し
あ
る

も
省
略
）同

国
同
郡
北
須
釜
村

庄

屋

角

右

衛

門

同

人

枠

武

八

組

頭

勘

右

衛

門

li

嘉
右
衛
門

lJ

藤
右
衛
門

以
下
百
姓
五
十
人
連
記
し
あ
る
も

省
略
）

（
つ
づ
く
）

f̀‘、•. 
‘、̀
2}

｀‘̀2... i
`
I
`
2■

―
 

谷

‘‘庄
ロ` 線
光

さ

ま
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ま

①
 

誌



広報 たま かわ No. 1 38 昭和53年 2月1日

6 

月別 I 該当月及び在宅当番医療機関名

5 ⑪ 12 19 26 

2月 円（医）谷 原外科 松浦外科 務.医• 川 矢（医）内（） 

角田外科 富（医）永
大平 竹貫 櫛田

（病） ・（診） （医）

5 12 19 ⑳ 26 

3月
大野 山 本 大野

産鹿婦人科岡 ＝晉腸瓶科（眼） （医） （診）

石川中央 矢吹 吉 田
中（病）島

味原
（医） （医） （医）

2 ， 16 23 ⑳ 30 

4月 添（医）田 添産婦人田科
: ~ 田~~ ~ ~竺~ し~: 』~ 中~：~ 内科

円（医）谷 原外科 松浦外科

大木
杏（ 林医） 堂 訳，.兄・.‘ 社ぢ'が~(、ゞ~：医ヽ女文F う）ャ~村． 角田外科 富（医）永 大（病）平（医）

◎ 救急協力病院は、大野病院、中島病院です。

師
会

め
の

ま
り

次
の

②
急
病
患
者
を
対
象
と
す
る
も
の
で

往
診
は
行
い
ま
せ
ん
。

こ
の
た
び
石
川
局
の
電
話
設
備
拡
張

工
事
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
石
川
四
局
に
収
容
さ

れ
て
い
る
す
べ
て
の
電
話
番
号
が
、
六

局
に
変
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
変
更
に
な
っ
た
電
話

番
号
ヘ
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
と
、
自
動
的
に

「
電
話
番
号
変
更
」
の
案
内
が
あ
り
ま

石
川
四
局
廃
止
ー
↓
六
局
へ

電
話
番
号

変
更
の
お
知
ら
せ

③
診
療
を
受
け
る
時
は
、
必
ず
保
険

証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

月

に
つ
い
て

ス
キ
ー
教
室
の

お

知

ら

せ

す
か
ら
、
お
手
数
で
も
案
内
係

(
1
0四
）
へ
お
た
ず
ね
に
な
り
、
も

う
一
度
お
か
け
な
お
し
く
だ
さ
い
。

変
更
日
時
三
月
八
日
午
前

0
時

石
川
電
報
電
話
局

公
民
館
で
は

2
月
26
日
奥
岳
ス
キ
ー

場
に
て
行
な
い
ま
す
。

5
日
前
ま
で
公

民
館
へ
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

対
象
者
村
内
の
高
校
生
以
上
の
青

年
男
女
（
初
心
者
歓
迎
）

募
集
人
員

50
名
（
バ
ス
）

会

費

無

料

講

師

岡

崎

茂

春

先

生

（
石
川
町
教
育
委
員
会
）

日

程

玉

川

役

場

前

（

七

時

）

↓

須
釜
支
所
前
（
七
時
十

分
）
↓
岳
着
（
八
時
―
―
-
+

分
）
↓
玉
川
着
(
+
六
時

―
―
―
十
分
）
．

用
意
す
る
も
の
ス
キ
ー
用
具
（
貸
し

ス
キ
ー
は
一
セ
ッ
ト

一
、
五

0
0円
で
す
。
）

昼
食
・
防
寒
具
な
ど
。

三
種
混
合
予
防
接
種

百
日
咳
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風
の
．

1
日

三
種
趾
合
予
防
接
種
を
、
次
に
よ
り
実

施
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第
一
回
二
月
―
―
―
日
（
金
）

母
子
セ
ン
タ
ー

四
日
（
土
）

須

釜

公

民

館

7
日n日

13
日

14
日

6
日

予
算
書
提
出
・
須
釜
公
民
館
開

館茶
道
教
室

書
道
教
室
・
新
婚
学
級

建
国
記
念
の
日

茶
道
教
室
ゞ
‘

書
道
教
室
・
新
婚
学
級

（
 

二
月
公
民
館
関
係
行
事

r
J
r
J
a
'
 

小

高中
竜

崎

北
須
釜＂ 

四

辻

新

田

太

田

ハ

ッ

78

松
四
郎

大

竹

賢

彰

永

林

定

雄

小

林

ョ

シ

塩

沢

ス

キ

榊

枝

虎

三

75 79 64 60 4 

地

（
十
二
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
）

世
帯

主
名

年
令

克

巳

詔

八
元

重

金

吾

虎

雄

区

死
亡
者
氏
名

お

く

や

み

~ 二
月
二
十
七
日
（
月
）

母
子
セ
ン
タ
ー

二
月
二
十
八
日
（
火
）

須

釜

公

民

館

三
月
二
十
七
日
（
月
）

母
子
セ
ン
タ
ー

三
月
二
十
八
日
（
火
）

須

釜

公

民

館

時
間
は
い
ず
れ
も
、
午
後
一
時
一
―
-
+

分

i
-―
一
時
ま
で
で
す
。

対
象
者

昭
和
四
十
九
年
二
月
一
日

i
五
十
一

年
一
月
三
十
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

者
で
、
過
去
に
二
種
、
ま
た
は
一
一
一
種

混
合
の
予
防
接
種
を
一
度
も
受
け
て

い
な
い
幼
児
。
｀

※
当
日
は
母
子
手
帳
、
及
び
予
防
接

種
問
診
票
を
必
ず
持
参
し
て
下
さ

い
。
（
問
診
票
は
役
場
、
ま
た
は
各

地
区
の
保
健
婦
補
助
員
宅
に
あ
り
ま

す
。
）

尚
、
こ
の
予
防
接
種
は
三
回
接
種
を

受
け
な
い
と
、
完
全
な
免
疫
は
つ
き
ま

せ
ん
。

＂ 
南

須

釜＂ 
吉

＂ 
山

小

屋

竜岩 小 蒜 川
地

,, 法中

崎 寺 高生辺
区

お

め

で

た

28 27 26 
日 日 日

第
三
回

21
日

第
二
回

20
日

19
日

三
者
の
つ
ど
い
(
+
時
）

須
釜
公
民
館

茶
道
教
室
・
祭
礼
報
告

ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
説
明
会

書
道
教
室
・
新
婚
学
級

社
教
主
事
定
例
研
修

ス
キ
ー
教
室
（
奥
岳
ス
キ
ー
場
）

茶
道
教
室

書
道
教
室
・
新
婚
学
級

月
末
統
計

（
十
二
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
）

出
生
児
氏
名
保
護
者
名

鈴

木

、

隆

和

夫

真

弓

泰

郎

泰

行

高

原

真

人

昭

一

高

林

和

也

重

和

佐

久

間

英

崇

英

一

小

林

和

行

徳

清

小

林

は

つ

み

八

朗

石

井

、

忍

清

蔵

円

谷

光

男

勝

男

松

本

裕

和

純

夫

須
釜
清
―
―
―
富
美
夫

須

釜

志

郎

＂

石

森

友

和

力

男




